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1 引張荷重・圧縮荷重と変形
目 的

内容等 気づいた点，疑問点，問題点，課題等 まとめ，考察，行動目標，改善点，研究課題等
１ 外力と荷重

２ 内力と引張・圧縮応力

自己評価

図の出典：新機械設計・機械設計１（実教出版）

→応力は大きくなる
荷重が大きくなる

断面積が小さくなる

荷重が小さくなる

断面積が大きくなる

身の回りにある，荷重や荷重をうける物

を探してみよう

例題１を解いてみよう

材料に荷重が加わると材料は変形する。この変形は同じ荷重が作用しても，材料の機械的性質や形状によっ

て異なる。ここでは，材料の機械的性質や材料の使い方について調べる。

（２）応力とは，荷重を断面積で割ったものである
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（１）機械材料の内部には，荷重に対して同じ大きさの内力が生じる

 図１のように機械や構造物を構成している部材には，

外部から力が作用する。この力を外（①    ）とい

う。材料側からみたとき，この外力を（②    ）と

いい，材料を引っ張る荷重を（③    ）荷重，押し

つける荷重を（④    ）荷重という。

図１ 作用による荷重の種類

引張荷重･･･物体をつり下げたひも，ボルト

圧縮荷重･･･機械のベッドや脚，万力で固定され

      た材料

材料に作用する荷重と断面積が変化する

と応力はどのように変化するか考えてみ

よう

今回の授業で学んだ専門用語について英

語表記を調べてみよう

・構造物  structures

・部材   member

・外力   external force

・荷重   load

・引張荷重 tensile load

・圧縮荷重 compressive load

・内力   internal force

・応力   stress

・圧縮応力 tensile stress

・引張応力 compressive stress

・垂直応力 normal stress

→応力は小さくなる

図のように材料に荷重が作用したとき，単位断

面積に発生する内力を（⑤ ）という。

材料に作用する荷重を W［N］，断面積を A

［mm2 ］とすれば，応力 σ シグマ ［MPa］は

次の式で表される。

［MPa］

１ｍ あたり１Ｎの応力を（⑥ ）Ｐａとい

う。一般に応力の単位は［ＭＰａ］を用いるが，

これは１（⑦ ）にあたる。

応力は荷重の種類から（⑧ ）があ

る。いずれも断面に垂直な方向に生じる応力であ

るから，総称して（⑨ ）という。

例題１

右図のように，直径 d1 ＝40 mm と d2＝ 20 mm 

の丸棒の軸方向に，とも に W ＝ 30 kN の引張荷

重が作用したときに生じる引張応力σを求めよ。

𝜎 =
𝑤

𝐴


